が 自動車の 前部に 抱きついた ところが、 一番 はっきり 

残って いる。 残って ると は、 思い出す ことであって、 

私 一 個の 嗜好 か 反撥 かが 加わって いるか も 知れない が、 

恐らく あすこ を 忘れ去る 者は少 いだろう。 

然るに、 そこが、 どういう 風に 書かれて いるか、 煩 

をい とわず 引用して みる。 —— - 

彼 は 夏 子に 店 を やめろ という 代りに、 ことごと 

に 突つ かかって は殴リ つけたり 蹴飛ばした リ、 夜 

になって 寝静まった ころに なると、 突然 飛び起き 

て は、 暴れ 廻って 隣り 近所の 眼を醒 したりし たこ 



が 加わって はいる けれど、 その 描写 はこれ だけで ある。 

それが どうして 妙に 忘れられない のか。 特異な 事柄の 

せいであろう か。 それ も ある。 が 何よりも、 ここで は、 

その 特異な 事柄が、 文学の 過剰から 免れて いるから、 

じかに 読者の 胸に 迫って くるので ある。 

横 光利 一氏の 近業に は、 二つの 手法が 観 取され る。 

一 つ は、 人間の 心理の 探求に 当って、 心理の 動向の 一 

般的 方式 を 求めん とする ことで ある。 もう 一 つ は、 人 

間の 運命の 推移 を、 多面的に 観察して、 その 多くの 面 

の 綜合に よって 一 の 立像 組立 てんとす る ことで ある。 

前者 は 〔# 「である。 前者 は」 は 底本で は 「である 前者 は 匕 



ややもすれば 作品 を 稀薄に する 恐れが あり、 後者 は 作 

品 を 濃密に する 強み を 持つ。 そして この 後者の 強み は、 

「文学 以前」 の もの を 大胆に とり 入れる ことによって、 

更に 倍加す るであろう。 

近代文学の 腕き の 一 つ は、 文学の 過剰 を擺 脱せん と 

する， j とに ある。 

その 最も 顕著な 例 は、 新ら しい 心理的 探求の 方面に 

認めら るる。 

多くの 哲学者 や 心理学者 によ つ て、 吾々 の 精神のう 

ちに は 広汎なる 無意識の 世界が 存在す る こと を、 暗示 



凡て 文学的 扮装 は、 もはや 第二義 的な 位置し か 占めな 
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斯くて、 超現実主義 は、 意識的 理性の 拘束 を排 し、 

修辞学 的な 配慮 を 拒け て、 吾々 の 精神 世界に 「存在す 

る」 思想 そのものの 独自な 動き を、 ひたすらに 追窮し 

精神 本来の 働き を 自動的に 記述しょう とする。 その 結 

果、 作品が 理性に とって 難解 或は 不可解な ものに なろ 

うと も、 それ は敢て 問題と する に 足りない。 

また、 マルセル • プル— スト は、 内部 世界の 深淵 か 

ら、 記憶の 連鎖 を迪 つて、 あらゆる もの を 掬い あげて 

き、 一 杯の 茶の 香りから さえ、 無数の 事柄 を 意識の 表 



初めから 文学と して 発生し なかった ものなら ば、 問 

題 はない。 或は、 在来の 文学的 概念と は異 つた 概念 を 

持って くる こと も、 可能であろう。 然しながら、 新ら 

しい 階級の 新たな 文学と して —— やはり 文学と して I 

I 生産され る 以上、 そして 同一 種類の 生産が くり 返さ 

れる 場合、 一 方に は、 数量 的に、 需要に 超過す る 供給 

を 来し、 他方に は、 品質 的に、 生産 工程に 於け る 「文 

学の 過剰」 を 来す。 

そのために 「文学 以前」 の 文学から 文学への 復帰が 

企図され る。 然しながら この 企図 は、 生産 工程から 見 

れば、 かかる もの を 制作しょう という その 意図から 来 



る 品質 的 「文学の 過剰」 を、 免れさせる 結果になる。 

ブ ー ル ジョァ 文学が、 「文学 以後」 の ものから 文学へ 復 

帰しようと 企図す る 時、 「文学の 過剰」 を 振い 落す 結果 

になる のと、 同様で ある。 

そこに、 文学の 本道が 見られる。 

「天才 は 努力で ある ご —— という この 言葉 は、 断じて、 

文学的 生産 技能に 適用して はならない。 主義 主張が I 

I 創作 態度が —— 現実に 対する 批判の 規準と な つてい 

る 間 は、 生産 技能のう ちに は、 種々 の 文学 以前の もの 

が 含まれて いる。 然しながら、 製造 工場の 中に 於け る 
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